
特 長

SR相間スペーサは以下にあげる特長をもっており、22kVから500kV送電線に広く適用することができます。

1	 軽量のため鉄塔や電線に与える負荷が少なく電線をいためない。また運搬、組み立て、取付け施工性が良好で小サ
イズ電線や地上クリアランスの少ない径間での使用に最適。

2	 絶縁部はFRPとシリコーンゴムでできており、柔軟性があることから笠
欠けや割れが起こらない。

3	 スリートジャンプなど大きな外力がスペーサに加わっても、柔軟な弾性体
であり破損しない。

4	 シリコーンゴムはすぐれた耐候性と耐汚
損特性があり、メンテナンスが容易。

5	 電線クランプはボルトレス構造のため、
取付け性が良好で施工ミスが少ない。

6	 コイルスプリングによって電線を把持し
ているので、把持力の低下が少ない。

概 要

送電線のギャロッピング、スリートジャンプ対策
として最も確実な方法は、相間スペーサを使い
電線相互の間隔を確保することです。従来はこ
の相間スペーサの絶縁部に磁器製のがいしが使
用されていましたが、質量が大きいため鉄塔強
度の補強が必要になる場合や地上クリアランス
の制限により適用を見送ることがありました。
このため古河電工では、磁器製のがいしに替わ
るポリマーがいしとして、FRPを芯材、シリ
コーンゴムを外皮としたSRがいしを使用した
SR相間スペーサを開発いたしました。すでに日
本各地の数多くの送電線に採用されています。

送電線のギャロッピング対策に

SR相間スペーサ

20年使用されたSRがいし 275kV用SR相間スペーサ馬蹄形曲げの状況
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項目 仕様値

絶縁部
（SRがいし）

笠枚数 大  29枚／小  28枚
笠直径 大  135mm／小  95mm

笠間隔 大小笠間  30mm／
小大笠間  35mm

胴部直径 φ34mm
材質 シリコーンゴム +FRP

連結パイプ
（フランジロッド）

直径 φ50mm（厚さ5mm）
材質 アルミ合金
長さ 相間距離に依存する

全体
適用相間距離 2.7m以上

（2.7m未満は個別設計）
質量 約18kg（全長3m）
表面漏れ距離 約5350mm

項目 特性値

電気特性

商用周波注水耐電圧 69kV以上
雷インパルス耐電圧 960kV以上

汚損時耐電圧 214kV
等価塩分付着密度  0.75mg/cm2

機械特性
引張強度 49kN以上
曲げ強度 294MPa以上

■仕様の一例（66/77kV SR相間スペーサ）

■特性の一例（66/77kV SR相間スペーサ）

■構造
SR相間スペーサの絶縁部にはSRがいしを使用し、使
用電圧（110kV以上）によりがいし両端には電界緩和の
ためのシールドリングを取付けます。電線への取付け
は、電線に巻き付けたアーマロッドの上からコイルスプ
リング式のCSクランプで把持します。電線間隔に合わ
せた長さの調整はフランジロッドで行います。
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部番 摘要
① クランプ
② アダプタ
③ SRがいし
④ フランジロッド
⑤ アーマロッド


